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財団法人 日本自動車研究所

審査登録センター (JAR R3)

IS0 9001 200槌補の改訂について

Б0 9001,2008発 行 日決定

IS0 9001 2008追 補改訂版は 20081■ 0月 9日 に正規版の発行が承認 され ,t発 行のための準備

“

業に

人つてお ります 発行 日, 財岡法 人 日本適合性認定協会 (JAК )からの連絡では 卜.● になっています

ISO ,00112003発 行日 1 2008イ
「

11,]15日

これにより IS0 9001 2000で の認訂登録は2010年 11月 14‖ に大効 します

・

`セ

ンターではすでにお知 らせま しま したように 判定委員会等の登録作業のために必要な剌間を考慮

し lSO,0,12● 00の実効 日の2ヶ 月前までに移行配 のための審査 礎 常のサー イ`ランス又は東所審査

の中で移行を確認)を完了させることを予定 してお ります

苓彙組織の皆様 こおきましては 計画||な移イアのr備 をお願い 1し JIザます

lSO,0012008 規格改訂説明会のご案内J

標記の説,1会 については l● 月号でお知 |・ せ致 しましたが まだ会場に余裕がございます 尚 登録繰 :

または これから認証取■を検討されているお客様 1,ビ 自由|二 参加できますので 片様でお訪い0せの上

お中込ください 参加費用は無料です 中込の締め切 りが11月 21日 となつておりますが 間に合わない場合

は 当センター●務局までご連経 ださい [事務局 :"外 業務¬
` 035'3,7,34:

開催 日叶 場所 参力1申 込書等 ヤミナーの詳細については 当tン ターのホームベージをビ参照くだ

さ1ヽ

hi t,`,,vJ・ ● ■,, 腋 索エンジンでは [JAR[R3Jで校ネ]

新規登録 (環境 )

登録番号 登縁 日 登録者名 登録範囲

JA[R0771 2∞8 10` 株式会社ティーアイビーシー 半尋体 プラスチックパ ッケー ジ基板の製造

Jムm07,2 2∞8 10 1, ネッツ トヨタ中国株式会社 自動車の販売 整備及び修理

U慇0773 2∞8 10 24 トヨタエルアン ドエフ札幌株式

会社

フォークリフト等の各種産業車両 無人物流システム及び ト

ヨタ物流機器 環境機器の販売並びに修理

U■nO,74 2∞8 1024 フタバ産業株式会社
今 ll工場 嵩橋工場 田原工場

マフラー ボディー部品等自動車用部品の製造及び金型 溶

接設備の製造販売

JκR0775 2∞8 10=1 青森三菱ふそ う自動車販売株 式

会社
自動車の販売 整備及び鬱理
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登録更新 (環境 )

登録番号 更新 日 登録者名 登録範囲

OA[RO12: 2∞8 107 株式会社 デンソー
池田工場

日動車用等の然交換暑及び冷却機器部品の製造

UA[RO121 200 1020 愛三工業株式会社 自動車用部品の開発及び製造

Ul[R“ 0= 20`= 10 4 株式会llオー トテクニカ
自動車用部品のま計 開発胤 ●製造 並びに産業用駆動系機

器モーター フレームの製造

U☆[R0406 200: 104 名古屋東部陸運株式会社 自動車部品等の保管及び トラック輸送

U☆[RO`08 2008 1026 株式会社 デンソー プレアス 自動車用精密 ブレス部品の製造

U,[R0423 2008 10 2= 三井屋工業株式会社
トランク内装 品 サイ ドバイザー フェンダー ライナー等 自

動車用内外装部品の設計製造

J,[,04`= 2∞3 1021 大阪 トヨベッ ト株式会社※
日動車の販売 整備及び修理

l● 0●

`ラ
ン ド外環東大阪店の拡大

J☆[R0404 2008 10 17 トヨタ東京カローラ株式会社 自動車の販売 整備及び機理

Jl[R06,= 20`= |` , 日豊化成株式会社

岐阜工瘍
自動車用天丼等 内装部品の製造

J☆[R00,` 200= 10 28 株式会社オー トサー ビス大興 自動車整備 修理 自動車販売及び石油製品販売

U☆[ROt,6 2008 10 28 タサキ溶材商事株式会社 高圧ガス及び藩棲機器 材料等の販売

登録拡大 (環境 )

登録番号 発効 日 登録者名 登録範囲

JAER∞
`0

200= 10 = 日産ディーゼルエ業株式針lt
株式会社 ジャ′ヽンビー クル 車両事業部上尾ェ場 本社エ

場 陸送事業部の拡大

JAERO` 2008 10 0 株式会社ホソ+ 富久縞工場の拡大

JAERO,10 2008 10 10 トヨタテクノクラフト株式会社
本社 芝 書工場 ,窪工踊

荻窪工場の拡大

JA E R0717 2008 10 10 ネッツトヨタlt九州株式会社 較手商品化センター 遠賀テクフセンターの拡大

UA[RO,`0 2∞8 1001 トヨタカローラ南信株式会社

伊 北 イ ン タ ー 店 駒 ヶ根 店 木 曽 店 伊 那 マ イ カー セ ン

ター 諏訪マイカーセ ンター飯田マイカーセ ン,一  物流セ

ン,一の拡大
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新規登録 (品質 )

登録番号 登録 日 登録者名 登録範囲

J☆CR01'2 20● 1021 三河鬼頭鋼材株式会社 鋼材の切断加工及び鋼材加工品 鋼材の販売

登録更新 (品 質)

登録番号 発効 日 登録者名 登録範囲

J☆ORω01 200 1029
株式会●ltエ ース オー トサー ビ

ス

昭和島セン
'一

自動車に関する板金 塗装及び車検を含む車両整備

JAomoo2 2008 i0 20
株 式会 社 英浜 工 業

本社 本社工場 袋●I工場 よ井第 2エ
糧

オー トバイ他車両用部品の加工 纏立及び浄水番組立

oAmoo`5 2∞8 10 1 ナ ミコー株式會社 自動車用フ レス部品及び潜接部品の設計 製造

J^鈴00:6 2∞8 1026 株式会社浅日可鍛鋳鉄所 輸送用機器及び産業機械用鋳造部品の製造並びに機械加工

※■録紅縦め工大を合む

0最情報の「1細 ¬ 1ヽ1田 ,1・ ―,(htt,′ ,,v・ J●ri●しj,|)を ご参 照Tさ い

環境関連漱規等の動き

`,t,9,25～
″/′″ θ́ ,

バイオ燃IIに 係る改正揮発

"等
品質確保法の技術的基準 (案)のパブコメ   燿 済■業●20031=171

1)改正揮子Ⅲ■品質確保まのユ術基Ⅲ ヴ業青は登録

0■ 11対象|・ ■|

(‖発山にエタノールの混合 揮尭油にF冊「の世合 怪油 モ1言

',酸

メテルヽステルの混合)

●壮定珈工を適,かつll■ に■施するため ,必要となる設備基T(要求ヽ準値 でヽつ `,11,す ‐.,

つ常コ ]工案■等
`お

けら品質確認

"よ
に ,́いて (■■的な品質植記 分|″方法,

2)■■11 軒

“

[fL合する′`イ■4,の リスク回だつための強布」■杵にお する混合「 限
,● タノー,'(3体積 /.)[[B[(約 8項 量ら, li ll醸 メチ′,エ ステル (5質量%)

イヒ審法見直しにおける「化学物質管理の在り方Jの審議会動向    候 責省 糧石産業省 200311,

11"=日化'´物Iの 書査及ず製造等の規制 =爛するユ■の見直し合同薔議会開催 ■行

“

1質の課距の明証

′

`1対
応策に ,́いての章告書案出る

2)新山報道
`よ

いぼ 安‖。L[■に●イヒ■物質をユ う企業に対 し ,べ 〔●
'′

`・

物́質の年間t7製せ 輸入量

用途 =門■る‖■をi務■ |る新たな規市い 導`入される槙■ 新規規制で ま
"Ⅲ

以上の物質が対●

法令情報

国内クレジッ悧 鷹 (国内排出肖崚 減量認証制度)運用規則の施行開始

(経済■・・ ● 颯境● 農ホ

^産
●2008年 10Fヽ
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[用 規¨施Ⅲ 12008年 10月 21日

1 「国内り泄 量取1制●:試行計画●基本|,方tlのあ |● まし

大企業のikJF資金等を提僕 して,小 企業等 (いすll lの 自二行動計画
`も `加

tて いない企業とし
て 中堅企業 大企業もきむ)が

`ioた
温
=効

果ガスJI出 工制ア,tめ の ll● IEに よるり1出削減量を認証
■ ■■行動計画,の 目標達成のため i活用する仕組みを■築 し その日原号き |ナ■を促 t(Ⅲ
く

O■ 小企業等■大企業等が3慟 (共 同,(行 う事業 」し :1画の策定 1請 認■のイII■■の商使イヒ
●参¬事業者が向■峙

`取
紅むことをll提 とする(刑 事罰の■入■力責任の明

“

化it行

`,れ

ない)

0り1出 |サ減量r響証年は 国内クレジット姜員会が行い 一定t7"格性と追加Ⅲを

“

保
●中小企業の利便L而保の観■■ヽら

「
,き を簡■化

●焼●の関連市1度 1漏 対法や省エネ渉年)と の連携 整今日のとれたホltと する
0=侑導入鵬●■既存の中」介茉支■策を受ることがJ来 るように,る
■ 革JI収 支が,,上 しないは,,

2 ■度の試イテ内容

●試●期間1京¬儀 定書ピ標達成計画に基づく 2008年から20121■ 肯J減計画 ま毎年策定 今年度,,

試行の■,,参¬企業J,募集 (2003■ 121～ 1212'  月標の水準を点検及び日標
=|'の

値記
●■泣量の月標,任 19,]年比

=%の
肯J減 (o,57億 トン●02)の 大半を狙いとする

0・
‐

"企
業t7肯 J,日 標 1参加↑業が目標を|■的に設定

水準の日,,1直 tの 実績以上Jも しくli業界ごとにまし

“

る 1自 ■行動計画J:,き びしく
Jる
●り1出 11減 ■ ,′ ―ヽスラインJII■ から事業■●L後や1出 量及びリーケージJ11量 を差 し,いた
りHI量
●取引方法 :取引所の創まはなく 相対FF引 ■する (金融機関や商社の11● による取引が■流を
予想)

0中 小企業支彗 大介業が中小企業などの省・・ ネを支蓼して■まれたり1出 |IIを 大企葉は 社今
`算入可

参考 [京都メカ‐ズム
|

0'1同実施 (J,(京著艤 定書第
=へ

)

2008年 1ヽ ちクレシット.L行 (「 Rt)・t進国同士・・■Fで事業を実蔵し その削減分を投資国が自国
の月標達成に■:用 できる制●

0ク リーン開発メカ‐ズムに■,(苺定書12条 )

200,午 ll降 の11減量からクレジットが発生 (CFR)

l.進国と途上国が
't同

です業を実施し 1幅,を■☆回 (■進国)が 百」の目標■成に泊月できる
制度

01国味)|1出 量取引 犠 定書174)
21081か ら本格イ

` 
先進国間で

'1出

″等を売買■る制度

受審者からひとこと

都 合により今 月はお休み ●ます

実行 ll

Iユ  ヽ―, 71 ,ス   hito117● _ サ●
`|―

ru り,′
発行責任者 上級経営管理者 彙口 哲平

財口法人 日本自動車研究所 審査会縁センウー

〒1050012 東京都港区芝大ll1 1 30日 本 自動車会館 2階

■ [  `=ヽ
"卜

,,31 (代 表 ,   F,1  0,-5401 28,`

通  を 第 40号   2008年 ,1月 15日

編集人 渉外  業務部 部長 筆米  政則
印刷所  株式会社  高山

茨城県つ てば市菫麟 8,7

送付先変更連続,|,, `い●II,11●
`|● `J,


